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この度、新たに豊岡劇場を運営する団体
「一般社団法人豊岡コミュニティシネマ」を設立いたしました。

理事による対談イベントを開催します。

豊劇の未来を考える会の代表・田中亜衣子（たなかあいこ）と申します。

この度、任意団体「豊劇の未来を考える会」（豊岡市元町／代表：田中亜衣子）は、映画館「豊
岡劇場」を運営する「一般社団法人豊岡コミュニティシネマ」（代表理事：田中亜衣子、以下豊岡
コミュニティシネマ）を2022年9月12日に設立したことをお知らせいたします。

是非、報道関係者様にご興味を持っていただき、各メディアにおいて取材していただければ幸い
です。何卒よろしくお願い致します。

【設立の背景と目的】
現在、但馬で唯一の映画館「豊岡劇場」は1927（昭和2）年に芝居小屋として開業し、戦時中は軍
の医薬品倉庫として使われたいたこともあり、その後社交ダンスの場などへ変貌を遂げ、映画館
となりました。上映のデジタル化のための新規投資ができず、それまで運営してきたオーナーが
閉館を決め、85年の運営期間に幕を閉じました。その後、前運営会社石橋設計が携わる形で、
2014年に一度復活しました。さまざまな試みを行い黒字化まであと一歩というところで2020年コロ
ナの打撃を受け、閉館も視野に入れた「休館」となりました。そこで事業継承に手を挙げたのが、
当時パート従業員として働いていた田中亜衣子です。任意団体「豊劇の未来を考える会」を発足
し、新たな地方の映画館の形を模索してまいりました。

これからは豊岡コミュニティシネマとして、「みんなでつくる、みんなの豊劇」をコンセプトに、地域
の文化拠点の一つである映画館を次の世代へ繋ぐため、地域の皆様と新しい豊劇の形を創って
いければと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。

イベントについては2枚目をご覧ください。

▼その他開催が決定しているイベント
9月23日(金・祝)｜『アートなんかいらない！』上映会＋トークイベント
10月16日（日）｜『森聞き』上映会＋トークイベント

【この件に関するお問い合わせ】

豊岡劇場 兵庫県豊岡市元町10-18

代表の田中が担当いたします。

携帯：080-3119-4549 (田中)  電話：0796- 34-6256 (豊岡劇場)

FAX：0796-34-6258  メールアドレス：info@toyogeki.jp

劇場公式ウェブサイト http://toyogeki.jp
豊岡劇場外観

mailto:info@toyogeki.jp


令和2年9月吉日
情報提供元：豊岡劇場（兵庫県豊岡市）

イベント概要

【日時】
令和4年/2022年10月2日（日）13:30〜14:30

【開催場所】 【ウェブサイト】
豊岡劇場 大ホール https://toyogeki.jp/news/dialogue/

【内容】
一般社団法人法人設立にあたって設立理事2名に聞く、豊岡劇場の未来についての対談
司会：代表田中亜衣子

守本陽一（医師／豊岡コミュニティシネマ理事）

1993年、兵庫県養父市出身。学生時代から医療
者が屋台を引いて街中を練り歩くYATAI CAFE(モ
バイル屋台de健康カフェ)や地域診断といったケ
アとまちづくりに関する活動を兵庫県但馬地域で
行う。2020年11月に、一般社団法人ケアと暮らし
の編集社を設立。医師として働く傍ら、社会的処
方の拠点として、商店街の空き店舗を改修し、
シェア型図書館、本と暮らしのあるところだいか
い文庫をオープンし、運営している。まちづくり功
労者国土交通大臣表彰受賞。共著に「ケアとまち
づくり、ときどきアート(中外医学社)」「社会的処方
(学芸出版社)」など。

イシワタマリ（美術家／豊岡コミュニティシネマ理
事）

1983年横浜生まれ、京都府福知山市在住。慶應
義塾大学で「スピリチュアリティにまつわる社会
学」を学んだのち、2007年から2009年までスペイ
ン北部バスクやベルリンで絵画やパフォーマンス
作品の創作活動を行う。結婚後、アートがほぼ誰
からも必要とされていない地域社会の中で子育
て生活をすることになり、2015年、「さまざまな人
が力を持ち寄ってとにかく生きようとするプロジェ
クト、山山アートセンター」を立ち上げる。アートを
「人が人らしく生きていく術」と捉えながら、福祉
や子育て、政治なども含めた多岐にわたる活動
を行っている。３児と夫との５人暮らし。
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対談
〜町のちいさな映画館を受け継ぐ。一般社団法人豊岡コ

ミュニティシネマ発足！〜

https://toyogeki.jp/news/dialogue/

